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的 に 結 果 が 公 開 さ れ て い る AISHE2014-15
［Governmentof India2015c］）を参照すると，









大 学 は， 中 央 政 府 の 大 学 補 助 金 委 員 会
（UniversityGrantsCommission:UGC）と中央あ
るいは州政府が認証や設置の権限をもつ。また，




























































































































































































仕 組 み と な っ て い る か ら で あ る。 ま た，
National Informatics Center，National





AISHE プロジェクトのデータ収集は 2011 年
に始まった。初回調査 AISHE2010-11（2010-11
という年次は調査対象の年）の実施期間は 2011
年 10 月から 2013 年 3 月であり，調査結果の
『 最 終 報 告 書 』 は 2013 年 に 公 開 さ れ た
［GovernmentofIndia2013］。引き続き第 2 回調
査 AISHE2011-12， 第 3 回 調 査 AISHE2012-13，
第 4 回 AISHE2013-14 がおこなわれ，これらの
『最終報告書』は 2015 年までに公開されている
［Governmentof India2014;2015a;2015b］。最新
は第 5 回調査 AISHE2014-15 であるが，この調
査 に つ い て は 2016 年 1 月 時 点 で は『 暫 定











































イトでデータユーザー登録をし，2014 年 12 月
から 2016 年 1 月までのおよそ 1 年間をかけて
収集した AISHE のデータ（2016 年 1 月の時点で，
AISHE ポータルサイトにおいて閲覧可能であった第
2 回調査 AISHE2011-12，第 3 回調査 AISHE2012-13，













も含む）が 723 校，カレッジが 3 万 6634 校，
独立した教育機関が 1 万 1664 校である。また
2013 年の在籍者推定数はおよそ 3230 万人であ










率 93 パーセント），カレッジが 2 万 7916 校（同













万 6892 校（内訳は，大学 702 校，カレッジ 2 万
9330 校，独立した教育機関 6860 校）の情報を集
約したものとなっている。この累積データを使
うと，AISHE2013-14 は調査対象年次に制度上




































レッジの総数（調査対象校数）は 3 万 6634 校な
ので，独立したカレッジの存在を無視して単純





























い。調査に回答した全カレッジ 2 万 9330 校の
75 パーセントに相当する 2 万 2100 校が私立学





































































数はおよそ 3230 万人であり，粗就学率は 23 パ
ーセントであった。この男女別内訳は，男性が
1750 万人（粗就学率 24 パーセント），女性が


















「 人 文 社 会 科 学（arts/humanities/social
science）」が 40 パーセント，「工学（engineering
andtechnology）」 が 17 パ ー セ ン ト，「 商 業
（commerce）」 が 14 パ ー セ ン ト，「 自 然 科 学



























本稿末の別表 1 にサンプルとして VNS 県の
被提携カレッジの BasicReport を示しておく





ら ダ ウ ン ロ ー ド し た 132 枚 の BasicReport





















表 2 は， 現 在 VNS 県 に 存 在 す る（Basic
Report が存在する）高等教育機関の一覧である。
中央政府立大学は BanarasHinduUniversity
（BHU），2 つ の 州 政 府 立 大 学 は Mahatma
83
資 料






こ と で あ る。 国 家 的 重 要 機 関 は Indian
InstituteofTechnology， す な わ ち IIT-
Varanasi を 指 す。IIT は 2012 年 に BHU キ ャ
ンパス内に設置された。また，独立した教育機





MGKV の被提携カレッジが 55 校（調査対象校
は 100 校）ともっとも多く，次いで多いのが 45
校（調査対象校 68 校）存在する SSV の被提携
カレッジである。このことからはまず，VNS
県の高等教育（教育内容や学位授与）のかなり














































UP 州内大学 10 8.6









132 校中 65 校が都市部，67 校が農村部に立地
していた。次いで，132 校中 24 校（18 パーセ
ント）が女子校であり，共学校は 102 校（77 パ
ーセント），男子校は 6 校（5 パーセント）であ
った。さらに，Web サイトの整備状況を確認







































50 人未満 12 9.1
50～99 人 22 16.7
100～199 人 13 9.8
200～499 人 27 20.5
500～999 人 17 12.9
1,000～1,999 人 28 21.2
2,000～2,999 人 5 3.8



















47］，VNS 県でも同様に 2000 年代に急激な教
育機関の増加がみとめられる。ただし，インド
全体では 70 年代に高等教育拡大の停滞期を迎



































1949 年以前 12 9.1
50 年代 5 3.8
60 年代 17 12.9
70 年代 10 7.6
80 年代 1 0.8
90 年代 8 6.1
2000 年代 58 43.9
















1949 年以前 3 0 9 12
50 年代 0 1 4 5
60 年代 1 0 16 17
70 年代 0 0 10 10
80 年代 0 0 1 1
90 年代 0 2 6 8
2000 年代 0 7 51 58
2010 年以降 1 1 10 12
無回答 0 0 9 9

























中央政府立 州政府立 地方自治体立 被補助私立 無補助私立 計
1949 年以前 1 2 1 4 3 11
50 年代 1 0 0 4 0 5
60 年代 1 0 5 9 1 16
70 年代 0 3 1 6 0 10
80 年代 0 0 0 1 0 1
90 年代 0 3 0 0 5 8
2000 年代 0 8 4 6 39 57
2010 年以降 1 1 1 0 9 12
計 4 17 12 30 57 120
（出所）　表 2 と同じ。
（注）設置年不明（無回答）9 校，運営形態不明（無回答）3 校を除外して集計。
表 10　提携先別にみた設置年（被提携カレッジ 116 校のみ）
BHU MGKV SSV UP 州内大学 UP 州外大学
1949 年以前 0 0 9 0 0
50 年代 2 0 2 0 0
60 年代 1 0 15 0 0
70 年代 0 1 9 0 0
80 年代 0 0 1 0 0
90 年代 0 2 2 1 1
2000 年代 0 38 4 8 1
2010 年以降 0 9 0 0 1
無回答 0 5 3 1 0

























が AISHE の VNS 県データでは確認できる。
132 校中，24 校が女子校であることを先に指摘
した。これらの 24 校のうち 21 校は 90 年代以
降という「第二の高等教育の拡大期」（90 年代
に 4 校，2000 年代に 13 校，2010 年以降 4 校）に
新設されたものであった。




























1949 年以前 10 2
50 年代 5 0
60 年代 16 1
70 年代 5 5
80 年代 0 1
90 年代 6 2
2000 年代 19 39


























































































































































であった。AISHE では，第 1 回調査（2011 年）




Survey の 71stRound 結果に基づけば，現在は
「大衆化」の一歩手前だといえるだろう。また，
国 勢 調 査 公 式 Web サ イ ト（http://www.
censusindia.gov.in/2011census/C-series/C10.
html）にある直近（2011 年）の調査結果は，18


















行 中 の 第 12 次 5 カ 年 計 画 を 前 に（2011 年 ）
UGC が公表した報告書は，当時の粗就学率を，
13.5 パーセント（Selected Educational Statistics
に依拠）あるいは 17 パーセント（NSS に依拠）
としたうえで，2017 年までに 10 ポイント上昇，
すなわち 23.5 パーセントないし 27 パーセントに
なるという予測値を明記している［University
GrantsCommission2011,30-31］。 ま た， こ の






























SurveyonHigherEducation あ る い は AISHE
という語を使い検索をしてもヒット数はゼロで

























ないが，UGC が定期的に公式 Web サイトで定
期的に更新・公開する偽大学のリストを参照す
る と そ の 一 端 を 知 る こ と が で き る。
2016 年 8 月 2 日 付 の リ ス ト（http://www.ugc.
ac.in/page/fake-universities.aspx）には 22 の学
校が記載されている。この 22 校の所在地は，ウ




（注 7）AISHE ポータルサイトは，2016 年 1
月までインド国外からのアクセスが制限されて
おり（2016 年 8 月現在，解除されている），日本
からデータを閲覧することはできなかった。本




（注 8）AISHE2010-11（第 1 回調査）の回答率
は，大学が 89.2 パーセント，カレッジが 51.6 パ
ーセント，独立した教育機関が 51.5 パーセント
であった［GovernmentofIndia2013,4］。
（注 9）別表 1 は，MGKV（後述）の被提携カ
レッジの BasicReport の様式である。
（注 10） 本 稿 で 扱 う， 第 2 回 調 査
AISHE2011-12，第 3 回調査 AISHE2012-13，第
4 回調査 AISHE2013-14 における VNS 県の各教
育機関からの回答率は別表 2 の通りである。
（注 11）AISHE2013-14 の調査対象校リストに
よれば，BHU の被提携カレッジは 5 校で，すべ
て VNS 県内に（より正確にいえば BHU のメイ
ンキャンパスがある VNS 市内に）ある。MGKV
の被提携カレッジは 274 校あり，そのうち 100
校が VNS 県内にある。SSV の被提携カレッジは
474 校あり，そのうち 68 校が VNS 県内にある。
ま た MGKV の 被 提 携 カ レ ッ ジ は UP 州 東 部
（VNS 県の周辺の県）に立地しているが，対照












ンド）は，1950 年代が 8.2 パーセント，1960 年
代が 8.8 パーセント，1970 年代が 2.7 パーセント，
1980 年代が 4.5 パーセント，1990 年代が 5.7 パ
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別表 1　BasicReports － Report2





















NumberofTeachers Male Female Tota1 17
NumberofStudents
　RegularStudents Male 775 Female 819 Tota1 1594
　DistanceStudents Male 0 Female 0 Total 0
　OnRollStudents（Distance） Male 0 Female 0 Total 0
　ForeignStudents Male 0 Female 0 Total 0




NumberofHostel Number IntakeCapacity Residing
　Boys 0 0 0
　Girls 0 0 0
　Others 0 0 0





































































































































































































































































































































Development of Higher Education in India: Analysis 
of the All India Survey on Higher Education
Hiroshi Sasaki
In recent years, there have been various political and academic discussions in India and 
abroad about higher education in India, which has been rapidly expanding since the 2000s. 
However, there is a lack of quality data to determine the actual state of higher education and 
support the discussions. Therefore, this paper focuses on the All India Survey on Higher Education 
(AISHE) database that the Indian government is developing, and we examine the latest data from 
AISHE at the all-India and district levels. The district examined was Varanasi district in the state 
of Uttar Pradesh. The results clarify the current state of higher education in India and the 
development of higher education since independence. In the district-level analysis, the main 
findings are as follows. In Varanasi district since the 2000s, 1) the number of schools has 
increased explosively, 2) the types of schools have diversified, and 3) private actors have 
developed as providers of higher education. The results confirm the usefulness of AISHE as a 
database for understanding the current state of higher education, while also highlighting the 
current limitations of the database.
